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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は，相談場面において相談者の来談意欲を高める援助者の効果的なコ
ミュニケーションを解明することである。そのために，相談場面において援助者のコミュニケーションを録画
し，映像解析と対人プロセス想起法をもとに来談意欲との関連を検討した。その結果，相談者の来援意欲に関連
する援助者のコミュニケーションが明らかになった。
　また，解明された効果的なコミュニケーションについて援助者養成への応用可能性を検討するため実践を行っ
た。その結果，相談者の来談意欲を高めるために効果的な援助者コミュニケーションは，レクチャーすることに
よって相談内容に改善がみられることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：　The aim of this study was to reveal effective helpers' communication for 
promoting clients' motivation to seek psychological help. Therefore, helpers' communication in the 
counseling sessions was recorded and its connection with clients' motivation to seek psychological 
help was analyzed.
　Moreover, participants were given a lecture on the elucidated communications. The result indicated
 that the lecture improved their helping skills.

研究分野：臨床心理学
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１．研究開始当初の背景 

 日本では，様々な心理的問題が発生してお
り，多くの領域で対応が求められている。心
理的問題への対応に関する課題の 1 つに，相
談者の来談意欲が高まらず，継続的な相談に
至らないことが挙げられる。相談者の 50%に
心理的問題の好転が起きるまでに必要な相
談回数は 10 から 20 回とされ (Hansen et al., 

2002) ，相談者の 75%に心理的問題の好転が
起きるまでには約 58 回の継続的な相談が必
要であるとされている (Cooper, 2008) 。しか
し，学生相談機関で調査した杉野 (2013) の
結果では，相談回数 1 回が最も多く全体の
42%を占めており，相談回数 10 回未満が全体
の 75%を占めている。このことから，本来は
相談を実施することが望ましい場合であっ
ても，相談者が継続的な相談に至っていない
という課題が考えられる。そのため，援助者
は相談者の来談意欲を高め，継続的な相談を
促進するコミュニケーションをとれること
が望まれる。 

 援助者の効果的なコミュニケーションに
ついては海外のいくつかの研究で検討され
ており，質問，励まし，傾聴などがそれぞれ
個別に取り上げられている (Cooper, 2008)。
しかし，具体的に援助者が相談者に対してど
のようにコミュニケーションをとれば良い
のかという指針が明確になっていない。相談
者の来談意欲を高める援助者のコミュニケ
ーションを解明することは，どのように援助
者が相談者に接すれば継続的な相談を促進
する援助となりうるのかについての知見を
提供することができる。これは，幅広い援助
活動において有益な知見であり，医療・福
祉・教育・産業・司法などの領域を問わず貢
献できる。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は，相談場面において相談者
の来談意欲を高める援助者の効果的なコミ
ュニケーションを解明することである。その
ために，相談場面における援助者のコミュニ
ケーションを録画し，映像解析と対人プロセ
ス想起法をもとに来談意欲との関連を検討
する。また，解明された知見の援助者養成プ
ログラムへの応用可能性も検討する。そのた
めに，大学生を対象とした実践を行い，その
効果を実践の実施前後におけるコミュニケ
ーションの変化を比較することで検討する。
このことにより，「相談者の来談意欲を高め
る援助者の効果的なコミュニケーションの
提言」と，「援助者養成プログラム開発へと
発展させる基盤になる知見を提示する」こと
を目指す。具体的には，以下のことを明らか
にする。 

 

(1) 相談場面を録画し映像解析を行うことに
より，援助者の言語的および非言語的コミュ
ニケーションと相談者が評定した来談意欲
との関連を統計的に明らかにする。 

(2) 相談者に相談場面の映像を観て相談中の
体験を振り返ってもらう対人プロセス想起
法により，援助者のコミュニケーションが来
談意欲へどのように影響を与えたのかとい
う体験プロセスを質的に明らかにする。 

(3) 教員志望の大学生を対象に，解明された
効果的なコミュニケーションを習得する実
践を行い，実践前後の試行カウンセリングを
比較検討することにより，援助者養成プログ
ラムへの応用可能性を提示する。 

 

３．研究の方法 

 来談意欲を高める援助者のコミュニケー
ションを解明するために 2つの手法を用いた
研究を行った。まず，相談場面を録画した映
像の解析によってコーディングされた援助
者のコミュニケーションと相談後に相談者
が評定した来談意欲との関連を統計的検定
により検証した（研究Ⅰ－ⅰ）。次に，録画した
映像を相談者に観てもらい，相談中の体験プ
ロセスをインタビューし，質的に考査した
（研究Ⅰ－ⅱ）。 

 また，解明された効果的なコミュニケーシ
ョンについて援助者養成への応用可能性を
検討するため実践を行った（研究Ⅱ）。研究参
加者は大学生であり，研究Ⅰで解明された効果
的なコミュニケーションについてレクチャ
ーを行った。そして，実践前後に試行カウン
セリングを行い，映像解析によってコーディ
ングされた研究参加者のコミュニケーショ
ンを統計的検定により比較した。 

 

４．研究成果 

 研究Ⅰの結果，援助者の肯定的 Self-involving

技法や肯定的配慮，要約といったコミュニケ
ーション技法が相談者の来談意欲に正の影
響を与えていることが明らかになった。また，
それらの技法は相談者が「話を理解してもら
えている」，「共感してもらえている」，「肯
定・受容された」感覚として体験されている
ことが明らかになった。これらの成果の一部
を日本カウンセリング学会第 50 回記念大会
および日本心理学会第 81 回大会において発
表された。具体的には以下の成果を報告した。 

 

(1) 相談者の来談意欲に関連する要因 

 研究参加者は，44 名（男性 16 名, 女性 28

名）の大学生であり，平均年齢は，20.1歳で
あった（SD =1.6歳）。研究参加者には，実験
者が用意したシナリオの仮想クライエント
になりきってもらい，カウンセラーに相談し
てもらった。シナリオは，「大学のサークル
での友人関係の悩み」と「大学卒業後の進路
選択の悩み」の 2つの事例を用意し，研究参
加者はどちらかのシナリオを提示した。面接
時間は，研究参加者の負担を考慮し，Halpern

（1977）を参考に，1セッション 20分とした。
外見的魅力等の影響を統制するため，すべて
の仮想カウンセリングは同一の臨床心理士
が担当した。研究参加者には，仮想カウンセ



リング終了後，カウンセリングセッションの
評価を Session Evaluation Questionnaire（Stiles 

& Snow, 1984; 桂川・国里・菅野・佐々木 , 

2013）11項目（7 件法）を用いて回答しても
らい，カウンセラーに対する印象評価を
Counselor Rating Form-Short version（Corrigan 

& Schmidt, 1983; 田中, 2014）12項目（7件法）
を用いて回答してもらった。さらに，次回の
来談意欲を「今後もこのカウンセラーのカウ
ンセリングを受けたいと思いますか」という
1 項目（7件法）で回答してもらった。 

カウンセリングセッションの評価である
Session Evaluation Questionnaire は，「良さ」（1

項目のみ），「深さ」（α =.77），「滑らかさ」（α 

=.72）3 つの下位尺度から構成され，カウン
セラーに対する印象評価 Counselor Rating 

Form-Short version は「好意感」（α =.85），「専
門性」（α =.86），「信頼感」（α =.74）3つの下
位尺度から構成されている。これらの下位尺
度を独立変数，来談意欲を従属変数とした重
回帰分析を行った（Table 1）。 

 

 

 

その結果，カウンセリングセッションの
「良さ」および「深さ」が来談意欲に正の影
響を与えていた。クライエントがカウンセラ
ーに対してポジティブな印象を抱くのでは
なく，カウンセリングセッション自体に良い
評価を抱くことが来談意欲の促進のために
は重要であることが明らかになった。カウン
セラーは社交的に振る舞い良い印象を持っ
てもらうだけではなく，初回面接から専門的
なカウンセリングスキルを用いて，クライエ
ントが良さと深みを感じることのできるよ
うなカウンセリングを実施することが必要

であることが考えられる。 

 

(2) 援助者と相談者の印象評価の不一致 

 研究参加者は，36 名 (男性 10 名, 女性 26

名) であり，平均年齢は，20.2 歳であった (SD 

=1.6 歳) 。研究参加者には，用意されたシナ
リオの模擬クライエントになり，カウンセラ
ーに相談してもらった。シナリオは，「大学
のサークルでの友人関係の悩み」と「大学卒
業後の進路選択の悩み」の事例を用意した。
面接時間は，研究参加者の負担を考慮し，
Halpern (1977) を参考に，1 セッション 20 分
とした。カウンセラーは臨床心理士が担当し，
外見的魅力等の影響を統制するため，すべて
の仮想カウンセリングを同一のカウンセラ
ーが行った。 

クライエントとカウンセラーがそれぞれ
評定した Session Evaluation Questionnaireおよ
び来談意欲の関連をみるため，相関分析を行
った（Table 2）。その結果，クライエントと
カウンセラーそれぞれ個人内の得点につい
ては正の相関がみられたが，クライエントと
カウンセラーの得点間には有意な相関がみ
られなかった。 

本研究の結果から，クライエントとカウン
セラーのカウンセリング対する評価は必ず
しも一致しておらず，評価にズレがある可能
性が示された。つまり，カウンセラーがうま
くいったと感じているカウンセリングでク
ライエントも同様に感じていると考えるこ
とには慎重になる必要がある。カウンセリン
グがより専門的なサービスとして確立して
いくには，クライエントの視点についても検
討していくことが求められる。 

また，クライエントのカウンセリングに対
する評価と来談意欲には正の相関がみられ
たことから，クライエントがカウンセリング
を良かったと感じている場合の多くが次も
来談しようと思うということが明らかにな
った。特に，カウンセリング初期で継続的な
来談を促す場合には，カウンセリングを良い
と感じるための工夫をカウンセラーが行っ
ていく必要もあると考えられる。 

 

 また，研究Ⅱでは，相談者の来談意欲を高
めるために効果的な援助者のコミュニケー
ションは，レクチャーすることによって相談

Mean SD

＜クライエントの評価＞

F1.  良さ 5.70 .89

F2.  深さ 5.00 .78 .50 **

F3.  なめらかさ 5.07 .89 .65 *** .40 *

F4.  来談意欲 5.72 1.19 .73 *** .67 *** .47 **

＜カウンセラーの評価＞

F5.  良さ 4.75 1.25 .03 -.06 .18 .29

F6.  深さ 4.23 .78 -.20 -.06 .03 .05 .71 ***

F7.  なめらかさ 4.24 1.30 .13 .05 .34 .27 .77 *** .66 ***

F8.  来談意欲 5.75 .94 .04 .04 .14 .09 .75 *** .79 *** .71 ***

* p  <.05, ** p  <.01, *** p  <.001

Table 2  セッション評価と来談意欲得点の平均値と標準偏差，相関分析の結果

F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7



内容に改善がみられることが明らかになっ
た。 
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